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商品市況展望  

平成 25 年 4 月 14 日記 

◆経済学者の野口悠紀雄たちは、いつまでこんな詐欺同然商売を続けるのか。経済学者の野口悠紀雄たちは、いつまでこんな詐欺同然商売を続けるのか。経済学者の野口悠紀雄たちは、いつまでこんな詐欺同然商売を続けるのか。経済学者の野口悠紀雄たちは、いつまでこんな詐欺同然商売を続けるのか。    ４月１２日４月１２日４月１２日４月１２日    中村正三郎中村正三郎中村正三郎中村正三郎 

http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4478024057/showshotcorne-22/  

金融緩和で日本は破綻する [単行本（ソフトカバー）] 野口 悠紀雄 (著)  

 

 これ、内容的には、  

http://iiyu.asablo.jp/blog/2012/09/19/6578073  

経済学者の野口悠紀雄は、本業でも支離滅裂じゃないか。  

で、批判したことをまとめたものみたいですね。訂正しているんだろうか。  

 

 それにつけても、野口悠紀雄、伊藤元重、竹中平蔵、岩田規久男、浜田宏一、 藤巻健史、三橋貴明、榊原

英資、小幡績、上念司、森永卓郎、池田信夫、その他、有象無象が、デフレ、リフレ、アベノミクスで、あれ

これ本を出したり、テレビに出たりしているが、こいつら、みんな、裏でつながっている詐欺師だと思ってい

たほうがいい。  

 どういうつながりかというと、経済論壇、経済雑誌、ビジネス書の出版社と つるんで、バカをカモるため

のつながり。たとえば、アベノミクスに肯定、否定、どっちでも、煽れば儲かる。そういうつながり。  

 

 ほんとに、こんな連中のいうことを、信じるのは、バカ以外の何者でもない。何度もいうが、言ってることほんとに、こんな連中のいうことを、信じるのは、バカ以外の何者でもない。何度もいうが、言ってることほんとに、こんな連中のいうことを、信じるのは、バカ以外の何者でもない。何度もいうが、言ってることほんとに、こんな連中のいうことを、信じるのは、バカ以外の何者でもない。何度もいうが、言ってること

の信憑性は、競馬の予想屋以下。の信憑性は、競馬の予想屋以下。の信憑性は、競馬の予想屋以下。の信憑性は、競馬の予想屋以下。    当たるも八卦、当たらぬも八卦のレベル。当たるも八卦、当たらぬも八卦のレベル。当たるも八卦、当たらぬも八卦のレベル。当たるも八卦、当たらぬも八卦のレベル。    当たれば、当たったといって大当たれば、当たったといって大当たれば、当たったといって大当たれば、当たったといって大

宣伝したり、持ち上げるが、はずれても、知宣伝したり、持ち上げるが、はずれても、知宣伝したり、持ち上げるが、はずれても、知宣伝したり、持ち上げるが、はずれても、知    らん顔だし、責任を取ることもない。らん顔だし、責任を取ることもない。らん顔だし、責任を取ることもない。らん顔だし、責任を取ることもない。    女性が引っかかる占い、女性が引っかかる占い、女性が引っかかる占い、女性が引っかかる占い、

インチキダイエットの類と一緒。インチキダイエットの類と一緒。インチキダイエットの類と一緒。インチキダイエットの類と一緒。     

 

 そもそも、経済学は科学性が乏しい。理論が脆弱。特に定量的な面では、ほとんど役に立たない。それも、

株価、為替といった変動が大きなものには。  

 何度もいうが、図表、データを駆使してといっても、彼らがやっているのは、 自分の主義主張に都合のい

いところを都合のいい色眼鏡で解釈しているだけ。科学者のように、虚心坦懐に観測結果を調べてない。そも

そも、データの取り方も荒い。これも何度もいうが、なぜ、リアルタイム GDP 計画をぶち上げないのか。知

的怠慢だよ。  

 

 数学もできないのに、せめて汗水たらして、データを取ってこいと思うけ どね。あるいは、アメリカの経

済学者みたいに、裏社会に潜入してこいと思うよ。地下経済を知らない経済学者なんて、そりゃ、クソでしょ

う。  

関連：  

http://iiyu.asablo.jp/blog/2011/02/03/5660284  

相撲の八百長なら「ヤバい経済学」が必読！「超ヤバい経済学」の感想も  

 

 東大文２、つまり東大経済学部はバカの巣窟とずっといわれている。一橋大学も似たようなもんじゃないか。東大文２、つまり東大経済学部はバカの巣窟とずっといわれている。一橋大学も似たようなもんじゃないか。東大文２、つまり東大経済学部はバカの巣窟とずっといわれている。一橋大学も似たようなもんじゃないか。東大文２、つまり東大経済学部はバカの巣窟とずっといわれている。一橋大学も似たようなもんじゃないか。

慶応や早稲田は、いうに及ばず。慶応や早稲田は、いうに及ばず。慶応や早稲田は、いうに及ばず。慶応や早稲田は、いうに及ばず。    学生はもちろんのこと先生たちもそう。メディアに出てくる経済学者、エ学生はもちろんのこと先生たちもそう。メディアに出てくる経済学者、エ学生はもちろんのこと先生たちもそう。メディアに出てくる経済学者、エ学生はもちろんのこと先生たちもそう。メディアに出てくる経済学者、エ

コノミスト、アナリストは、おれの知る理系の連中コノミスト、アナリストは、おれの知る理系の連中コノミスト、アナリストは、おれの知る理系の連中コノミスト、アナリストは、おれの知る理系の連中に比べ、ほんと頭が悪いなあと思うこと多し。に比べ、ほんと頭が悪いなあと思うこと多し。に比べ、ほんと頭が悪いなあと思うこと多し。に比べ、ほんと頭が悪いなあと思うこと多し。     
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 男は、女が引っかかる占い、インチキダイエットの類には、なかなか引っかからないが、経済関係のビジネ

ス書だと、ころっと信じるバカが多い。 おれのいうカモリーマン。上記のような有様なのに、経済学という

後ろ盾や、経済学者の肩書きなどにダマされるんだね。  

 以前、どんな経済政策でもいいが、やってだめなら、財産没収の上、死刑か 無期懲役か懲役 10 年といわ

れて、それでもやるという経済学者、エコノミスト、アナリスト、経済評論家の類がいるか、いないだろう。

連中にそんな覚悟がないなどということを書いた。  

 

 その点で、少しだけは竹中平蔵を評価できる。殺されるまでやらずに、逃げたけどね。あ、もっと露骨に逃

げたのは、経済学者の中谷巌だったが。  

 ずっと冷や飯を食わされてきたリフレ派の岩田規久男は、日銀副総裁になるずっと冷や飯を食わされてきたリフレ派の岩田規久男は、日銀副総裁になるずっと冷や飯を食わされてきたリフレ派の岩田規久男は、日銀副総裁になるずっと冷や飯を食わされてきたリフレ派の岩田規久男は、日銀副総裁になる    とき、国会で、２年で目標がとき、国会で、２年で目標がとき、国会で、２年で目標がとき、国会で、２年で目標が

達成できなければ辞任して責任を取るといって、態度を鮮明にしたが、ああじゃないと。達成できなければ辞任して責任を取るといって、態度を鮮明にしたが、ああじゃないと。達成できなければ辞任して責任を取るといって、態度を鮮明にしたが、ああじゃないと。達成できなければ辞任して責任を取るといって、態度を鮮明にしたが、ああじゃないと。    皇居前か靖国神社皇居前か靖国神社皇居前か靖国神社皇居前か靖国神社

で、切腹するといえば、もっとよかったが。＼で、切腹するといえば、もっとよかったが。＼で、切腹するといえば、もっとよかったが。＼で、切腹するといえば、もっとよかったが。＼(^O^)(^O^)(^O^)(^O^)／／／／  

関連：  

http://iiyu.asablo.jp/blog/2009/03/27/4206274  

ウェークアップ!ぷらす、中谷巌の転向、ユダヤ人差別、小出シンバル  

http://iiyu.asablo.jp/blog/2009/04/01/4218771  

Re: ウェークアップ!ぷらす、中谷巌の転向、ユダヤ人差別、小出シンバル  

 

 野口悠紀雄に戻ると、彼はバブル芸者。 いつも、バブルだ、バブルだという。 藤巻健史と同じトリック。

壊れた時計が１日 2 度、正確な時刻を指すというトリックを使っている。カモリーマンは、バカだから、それ

に気づかない。  

 野口悠紀雄は、いつもバブルと騒ぐバブル芸者なのに、イギリスが金融バブルなのに気づかなかった。アイ野口悠紀雄は、いつもバブルと騒ぐバブル芸者なのに、イギリスが金融バブルなのに気づかなかった。アイ野口悠紀雄は、いつもバブルと騒ぐバブル芸者なのに、イギリスが金融バブルなのに気づかなかった。アイ野口悠紀雄は、いつもバブルと騒ぐバブル芸者なのに、イギリスが金融バブルなのに気づかなかった。アイ

ルランドにいたっては、イエーツルランドにいたっては、イエーツルランドにいたっては、イエーツルランドにいたっては、イエーツ((((イェイツイェイツイェイツイェイツ))))の詩まで引いて、あの貧しいアイルランドが金融との詩まで引いて、あの貧しいアイルランドが金融との詩まで引いて、あの貧しいアイルランドが金融との詩まで引いて、あの貧しいアイルランドが金融と ITITITIT で大躍進で大躍進で大躍進で大躍進

したと涙を流さんばかり。イギリスやアイルランドにならって、日本は、ものづくりなんて遅れたことはやめしたと涙を流さんばかり。イギリスやアイルランドにならって、日本は、ものづくりなんて遅れたことはやめしたと涙を流さんばかり。イギリスやアイルランドにならって、日本は、ものづくりなんて遅れたことはやめしたと涙を流さんばかり。イギリスやアイルランドにならって、日本は、ものづくりなんて遅れたことはやめ

て、金融て、金融て、金融て、金融工学万歳で金融立国を目指せなどとバカなことを、週刊ダイヤモンドや週刊東洋経済、その他で、吹工学万歳で金融立国を目指せなどとバカなことを、週刊ダイヤモンドや週刊東洋経済、その他で、吹工学万歳で金融立国を目指せなどとバカなことを、週刊ダイヤモンドや週刊東洋経済、その他で、吹工学万歳で金融立国を目指せなどとバカなことを、週刊ダイヤモンドや週刊東洋経済、その他で、吹

聴しまくった。聴しまくった。聴しまくった。聴しまくった。     

 

 金融工学の限界は、経済物理学でも明らかになっていたのに、彼は、金融工学が絶対正しいとでも思ってい

たのだろう。ところが、不動産バブル、金融バブルが弾けたリーマンショック。イギリスの好景気もパー、ア

イルランドに至ってはほぼ国家破綻。しかし、野口悠紀雄は知らんふり。謝罪をしたり、責任をとって雑誌連

載をやめるといったことはしない。厚顔無恥とはこのこと。    

    

当方のレポートで、必ず前週の予測からコメントするのは、｢こっちは経済学者でもなく、評

論家でもなく、相場師だから。結果はどうあれ、甘んじて受ける｣との考え方からだ。 

相場は（特に先物相場は）“所詮、博奕なんだ！”という事も、常々言っているわけで、たか

が博奕に負けたからと言って、腹までは切らん（笑） 

そもそも博奕なんていうのは、単なるゲームなんだから。博奕っていうヤツは、負けもあるか

ら面白い。必ず勝つ博奕は、そりゃイカサマ博奕だ。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

4 月 8 日 \5,000 211 \5,013 216 

4 月 9 日 \5,023 23 \5,029 16 

4 月 10 日 \5,059 36 \5,071 42 

4 月 11 日 \4,998 -61 \5,010 -61 

4 月 12 日 \4,991 -7 \5,001 -9 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『このまま国内相場は新高値更新まで舞い上がる可能性が高いだ

ろう。また NY 金も弱気観測だった反動が出る可能性が高く、金相場はスパイラルな上昇局面入

りした可能性が高いかもしれない』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けの大暴騰で 5,000 円台を一気に回復した後、3 日間は続伸。しかし

新高値更新には失敗し、11 日からは反落で終了である。 

大暴騰後の高値は大暴騰後の高値は大暴騰後の高値は大暴騰後の高値は 5,0785,0785,0785,078 円（円（円（円（4/114/114/114/11）、安値は）、安値は）、安値は）、安値は 4,9804,9804,9804,980 円（円（円（円（4/124/124/124/12）であった）であった）であった）であった。 

 

さて、そこまではまあ良さて、そこまではまあ良さて、そこまではまあ良さて、そこまではまあ良ししししとしようとしようとしようとしよう。先週先週先週先週 4444 日（木）の後場からの｢黒田ショックによる円安日（木）の後場からの｢黒田ショックによる円安日（木）の後場からの｢黒田ショックによる円安日（木）の後場からの｢黒田ショックによる円安

相場｣が、相場｣が、相場｣が、相場｣が、4,6204,6204,6204,620 円台まで下落していた金相場を一気に円台まで下落していた金相場を一気に円台まで下落していた金相場を一気に円台まで下落していた金相場を一気に 450450450450 円も急騰させた円も急騰させた円も急騰させた円も急騰させたわけで、そんなに上

がったのだから、週末までに週末までに週末までに週末までに起きた起きた起きた起きた 100100100100 円やそこらの押しは当り前円やそこらの押しは当り前円やそこらの押しは当り前円やそこらの押しは当り前と考える事は当然だ。 

しかし今度の週末は、先週とは真逆の大暴落であるしかし今度の週末は、先週とは真逆の大暴落であるしかし今度の週末は、先週とは真逆の大暴落であるしかし今度の週末は、先週とは真逆の大暴落である。夜間取引夜間取引夜間取引夜間取引の安値はの安値はの安値はの安値は 251251251251 円安の円安の円安の円安の 4,7504,7504,7504,750 円。円。円。円。

4444 時で終わった価格は、時で終わった価格は、時で終わった価格は、時で終わった価格は、217217217217 円安の円安の円安の円安の 4,7844,7844,7844,784 円である円である円である円である。 

NY 金が大暴落したためだが、…中略…  

 

450450450450 円を上げ、円を上げ、円を上げ、円を上げ、300300300300 円を下げる円を下げる円を下げる円を下げるなど、まさにしびれる上げ、しびれる下げであるが、｢3333 日ほど日ほど日ほど日ほど

待てば、待てば、待てば、待てば、またまたまたまた良い買い場良い買い場良い買い場良い買い場だったとだったとだったとだったという事にいう事にいう事にいう事になるなるなるなるののののかなかなかなかな？？？？｣というのが、当方の考え方である。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \5,069 2 月 7 日 \3,886 6 月 4 日 \4,991 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \5,068 2 月 7 日 \3,940 7 月 24 日 \4,989 

2013 年 8 月 \4,224 8 月 29 日 \5,873 2 月 7 日 \4,166 9 月 3 日 \4,989 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\5,077 2 月 7 日 \4,330 11 月 6 日 \4,991 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \4,502 

12 月 25

日 

\4,996 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \\\\5,075,075,075,078888    4444 月月月月 11111111 日日日日    \4,621 4 月 4 日 \5,001 

 

〇NY 金日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 4/4/4/4/12121212 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、前日比、前日比、前日比、前日比 63636363.5.5.5.5 ドルドルドルドル安安安安のののの 1501.41501.41501.41501.4 ドルドルドルドル。安値は安値は安値は安値は 1476.01476.01476.01476.0 ドルまであり、そドルまであり、そドルまであり、そドルまであり、そ
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の時点ではなんとの時点ではなんとの時点ではなんとの時点ではなんと 88.988.988.988.9 ドルの大暴落だったドルの大暴落だったドルの大暴落だったドルの大暴落だった。 

ドル/円相場も 99.77 円→98.32 円（高値では 98.0498.0498.0498.04 円円円円）まで１円超の円高であり、国内換算国内換算国内換算国内換算

ではではではでは 240240240240 円安円安円安円安である。 

 

ドルベース 1476 ドルと、為替 98.04 円が重なった価格を計算すれば、 

1476147614761476 ドル×ドル×ドル×ドル×98.0498.0498.0498.04 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝4,6524,6524,6524,652 円円円円であり、4/4 の安値はまだ切らないが、前日比 349 円

安換算という大暴落だった。 

 

当方の相場観では、為替はせいぜいあって 96 円台だろうとの見方だが、終値ベースでは 1,500

ドル台には回復したとはいえ、一時は大きく割り込んだわけなので、NY 金の情勢は一気に悪化。

再び、先々週までの｢1520152015201520 ドル台を割り込むようなら、ドル台を割り込むようなら、ドル台を割り込むようなら、ドル台を割り込むようなら、1350135013501350 ドル辺りまでの下げは十分に有りドル辺りまでの下げは十分に有りドル辺りまでの下げは十分に有りドル辺りまでの下げは十分に有り

得る得る得る得る｣という相場観に回帰しなければならないだろう。 

その時、為替が仮に 100 円でも、 

1350135013501350 ドル×ドル×ドル×ドル×100100100100 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝4,3404,3404,3404,340 円円円円という換算になるわけで、そうなると 11 月の安値に“往

って来い”である。 

 4,7004,7004,7004,700 円台は買い場では？と考えている一方で、最大のリスクはその辺まで見ておかないとし円台は買い場では？と考えている一方で、最大のリスクはその辺まで見ておかないとし円台は買い場では？と考えている一方で、最大のリスクはその辺まで見ておかないとし円台は買い場では？と考えている一方で、最大のリスクはその辺まで見ておかないとし

ょうがないだろうょうがないだろうょうがないだろうょうがないだろう。 

 

なお先週、ソシエテ・ジェネラルは…中略… 

  

もう一度言うが、週末の安値は 1476 ドルで、当方が前々から言っていた最大リスクは 1350

ドル。“黒田ショック”での大暴騰後に、金男にそれをまだ言われてもねぇ…だな。    

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 4/4/4/4/9999 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

    

4/4/4/4/11111111 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、週末の夜間取引では、突如の NY 金の大暴落である。最大で下げ

は 1350 ドルまで視野に入れているが、目先の 4,700 円台は買い場ではあるまいか。ただし、そ

の最大の下げ換算は 4,300 円台であるため、今の金相場は短期張りに徹するべきだろう。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

4 月 8 日 \4,890 176 \4,922 178 

4 月 9 日 \4,934 44 \4,971 49 

4 月 10 日 \4,940 6 \4,977 6 

4 月 11 日 \4,895 -45 \4,940 -37 

4 月 12 日 \4,901 6 \4,931 -9 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『5,000 円台乗せは、まだ困難だろう。5,052 円をオーバ

ーするようなら見方も変えるが、4,900 円台後半は一度売ってみたい。金買い・プラチナ売りも

有効かも。ただし 4,543 円で底は入っている相場なので、基本は逆張りである』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けの急騰の後、5,0005,0005,0005,000 円（円（円（円（4/104/104/104/10）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。だが、その後は頭が重く

なり、4,9064,9064,9064,906 円（円（円（円（4/114/114/114/11）まで値を消す）まで値を消す）まで値を消す）まで値を消すなどした。 

しかし、本当のクライマックスは、先週同様に週末の夜間取引で起きた。そんなに変わらない

水準で始まった相場が、金の暴落の影響から下げを加速し、一時は一時は一時は一時は 160160160160 円安の円安の円安の円安の 4,7714,7714,7714,771 円まで下円まで下円まで下円まで下

落落落落。夜間夜間夜間夜間の終値はの終値はの終値はの終値は 125125125125 円安の円安の円安の円安の 4,8064,8064,8064,806 円である円である円である円である。 

 

“黒田ショック”で急騰する前の 4,5434,5434,5434,543 円（円（円（円（4/44/44/44/4））））まではまだ遠いが、あっという間に高値か高値か高値か高値か

らららら 230230230230 円下げた円下げた円下げた円下げたわけだ。 

NYNYNYNY プラチナはプラチナはプラチナはプラチナは…中略…  

 

元々、金よりは強くないとは考えており、その通りに最高値の 5,3005,3005,3005,300 円どころか、円どころか、円どころか、円どころか、5,0525,0525,0525,052 円も円も円も円も

届かずに反落届かずに反落届かずに反落届かずに反落をしたわけだ。しかし金の証拠金だけアップし、プラチナは据え置きとなったため、

円安を期待する買いがプラチナにも入るか？とも考えていたのだが、こういう下げ（金のせいだ

が）が来るとは思わなんだ。 

4,900 円台後半を売った人はウハウハだろうが、金買い・プラチナ売りは今のところ、ちょい

と失敗だな。あくまでも夜間の終値換算だと、＋56 円まで変化したわけだから。 

 

さて、プラチナ独自の材料としては、 

…中略…  

   

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \5,255 2 月 7 日 \3,466 7 月 24 日 \4,901 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \5,267 2 月 7 日 \3,460 7 月 24 日 \4,895 

2013 年 8 月 \3,860 8 月 29 日 \5,274 2 月 7 日 \3,807 8 月 31 日 \4,902 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\5,288 2 月 8 日 \3,933 

10 月 30

日 

\4,907 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,236 

12 月 25

日 

\4,922 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \4,543 4 月 4 日 \4,931 
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〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、4,931 円（プラチナ）－5,001 円（金）＝－70707070 円円円円。 

 

＋＋＋＋286286286286 円（円（円（円（2/142/142/142/14））））→－→－→－→－94949494 円（円（円（円（4/104/104/104/10）まで）まで）まで）まで逆転が進んでいるが、逆転が進んでいるが、逆転が進んでいるが、逆転が進んでいるが、前述のとおり夜間では＋前述のとおり夜間では＋前述のとおり夜間では＋前述のとおり夜間では＋56565656 円円円円

まで変化であるまで変化であるまで変化であるまで変化である。 

ただしこれは、単なる夜間だけの減少かもしれず、本当にこういうサヤで週明けスタートする

のならば、金買い・プラチナ売りの仕掛け場かもしれない。下げ相場の場合は、逆ザヤに向かう

のがパターンゆえに。 

 

結論として当方の相場観は、結果的に 5,000 円で目先天井を打ったか。4,543 円もまだ目先底

として働くだろうが、現在はちょうど上げ幅の半値押し。3 分の 2 押しの 4,700 円割れ辺りまで

はあるだろう。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン金日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  5 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

4 月 8 日 \32,000 1700 \27,110 520 

4 月 9 日 \34,450 2450 \27,210 100 

4 月 10 日 \34,400 -50 \27,470 260 

4 月 11 日 \34,000 -400 \27,730 260 

4 月 12 日 \34,000 0 \27,870 140 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『25,690 円で当面の底は確認しただろう。27,000 円台に乗せて来れれば、

ムードも大きく変わると思われるが、トライに失敗するようなら、下値固めのもみ合いが続くだ

ろう。いずれにせよ、押し目買い方針での対処である』とコメントした。 

今週の相場展開は、先物は 27,90027,90027,90027,900 円（円（円（円（4/124/124/124/12）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。期近は 34,000 円台まで再び上昇で

ある。 

 

チャートでは、チャートでは、チャートでは、チャートでは、4/44/44/44/4 のののの 25,69025,69025,69025,690 円の安値から、円の安値から、円の安値から、円の安値から、7777 連続の陽線立ちで連続の陽線立ちで連続の陽線立ちで連続の陽線立ちで 2,0002,0002,0002,000 円超の上昇である円超の上昇である円超の上昇である円超の上昇である。

先月末の米農務省報告での大陰線も、すべて包んだ格好である。 

あとは 28,17028,17028,17028,170 円（円（円（円（2/52/52/52/5）を抜けば青天井）を抜けば青天井）を抜けば青天井）を抜けば青天井であり、期近との大幅逆ザヤを考えればその可能性

も大きかったのだが、ここに一つ暗雲が…。金の大暴落がそれである。    

 

週末のシカゴ市場は…中略…  

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \35,400 3 月 22 日 \21,040 6 月 4 日 \34,000 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \34,400 3 月 22 日 \21,490 6 月 18 日 \32,690 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \30,090 3 月 28 日 \25,510 10 月 1 日 \29,630 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\27,970 2 月 6 日 \24,420 

11 月 14

日 

\27,450 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,170 2 月 5 日 \24,930 

12 月 21

日 

\27,540 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \\\\27,90027,90027,90027,900    4444 月月月月 12121212 日日日日    \25,690 4 月 4 日 \27,870 

 

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 4/4/4/4/12121212 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、5555 月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比 7.257.257.257.25 セントセントセントセント高高高高のののの 658.50658.50658.50658.50 セントセントセントセント。12121212 月限では月限では月限では月限では 6666.00.00.00.00

セントセントセントセント高高高高のののの 550550550550.00.00.00.00 セントセントセントセントだった。 

円高なので国内換算は 60 円安となる。 
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チャートでは、東京は“黒田ショック”からの円安で全値戻しに対し、シカゴはせいぜいシカゴはせいぜいシカゴはせいぜいシカゴはせいぜい 3333

分の１戻し分の１戻し分の１戻し分の１戻し。 

まあ元々、期近チャートの戻りを狙っての強気ではなく…中略…  

 

さて週末のシカゴは、供給逼迫感が再燃してまた上昇に転じたわけだが、4/104/104/104/10 に発表されたに発表されたに発表されたに発表された

米農務省報告米農務省報告米農務省報告米農務省報告では、米国期末在庫が米国期末在庫が米国期末在庫が米国期末在庫が 6666 億億億億 3200320032003200 万万万万 BuBuBuBu→→→→7777 億億億億 5700570057005700 万万万万 BuBuBuBu に上方修正に上方修正に上方修正に上方修正。在庫率は在庫率は在庫率は在庫率は 5.65.65.65.6％％％％

→→→→6.86.86.86.8％にアップ％にアップ％にアップ％にアップである。 

しかし昨年同期は、在庫昨年同期は、在庫昨年同期は、在庫昨年同期は、在庫 9999 億億億億 8900890089008900 万万万万 BuBuBuBu、在庫率、在庫率、在庫率、在庫率 7.97.97.97.9％％％％だったわけで、それに比べればまだ低

い。それが見直されたのだろう。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 4/4/4/4/9999 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

  

結論として当方の相場観は、シカゴの反騰と円安の進行で 2,000 円戻した相場であるが、高値

を買い進むほどの相場ではないだろう。ここは冷静に押し目を待ち、そこで仕掛けるべきだろう。 

 



 9 

〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

4 月 8 日 \65,000 10 \53,080 1470 

4 月 9 日 \64,900 -100 \53,360 280 

4 月 10 日 \66,600 1700 \53,560 200 

4 月 11 日 \66,000 -600 \53,730 170 

4 月 12 日 \66,900 900 \53,760 30 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『50,150 円で底入れとなっただろう。53,000 円台に乗せられれば、一気に

ムードは変わると考えており、それまでは押し目買い方針の継続で良いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けの急騰から、53,98053,98053,98053,980 円（円（円（円（4/114/114/114/11）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。期近は 67,000 円まで記

録である。 

 

4/44/44/44/4 の安値の安値の安値の安値 50,15050,15050,15050,150 円からは、円からは、円からは、円からは、3,8003,8003,8003,800 円超の上げである円超の上げである円超の上げである円超の上げである。3/123/123/123/12 の高値の高値の高値の高値 53,85053,85053,85053,850 円も超え、残るは円も超え、残るは円も超え、残るは円も超え、残るは

55,45055,45055,45055,450 円（円（円（円（2/62/62/62/6）であり、これを抜け）であり、これを抜け）であり、これを抜け）であり、これを抜ければ青天井であるれば青天井であるれば青天井であるれば青天井である。 

チャートではそうなるのだが、ここに週末に起きた金の暴落がどう影響するか？チャートではそうなるのだが、ここに週末に起きた金の暴落がどう影響するか？チャートではそうなるのだが、ここに週末に起きた金の暴落がどう影響するか？チャートではそうなるのだが、ここに週末に起きた金の暴落がどう影響するか？ 週末のシ

カゴ大豆は供給逼迫感の復活で上昇しており、下げてはいないものの、為替の円高で換算は 320

円安である。またそれよりも、心理的なプレッシャーも大きいと思われる。 

 

そう考えた場合、やはりここからの高値はまだ買えない。また冷静に、押し目を待つのが無難

だろうと思われる。 

最終的に本当に強い相場ならば、、、、…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \\\\67,00067,00067,00067,000    4444 月月月月 9999 日日日日    \41,750 6 月 4 日 \66,900 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \60,090 3 月 13 日 \44,400 6 月 18 日 \59,900 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \60,100 3 月 12 日 \47,500 

11 月 13

日 

\57,900 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \60,000 3 月 12 日 \46,920 

10 月 16

日 

\59,070 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \55,450 2 月 6 日 \48,450 1 月 9 日 \53,760 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \\\\53,98053,98053,98053,980    4444 月月月月 11111111 日日日日    \50,150 4 月 4 日 \53,750 

 

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 4/4/4/4/12121212 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、5555 月限月限月限月限でででで 11.0011.0011.0011.00 セントセントセントセント高高高高のののの 1413.001413.001413.001413.00 セントセントセントセント。11111111 月限では月限では月限では月限では 5.005.005.005.00 セセセセ

ントントントント高高高高のののの 1212121231.7531.7531.7531.75 セントセントセントセント。 

供給逼迫感の再燃での上げであるが、前述のとおり円高なので、国内換算では 320 円安の換算

である。 
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さて、10101010 日に発表された米農務省報告日に発表された米農務省報告日に発表された米農務省報告日に発表された米農務省報告では、米米米米期末在庫は据え置きの期末在庫は据え置きの期末在庫は据え置きの期末在庫は据え置きの 1111 億億億億 2500250025002500 万万万万 BuBuBuBu。在庫在庫在庫在庫

率は率は率は率は 4.14.14.14.1％％％％である。昨年同期は昨年同期は昨年同期は昨年同期は 1111 億億億億 6900690069006900 万万万万 BuBuBuBu、、、、5.45.45.45.4％％％％だったわけで、事前予想よりは多かった

わけではあるが、しばらくして供給逼迫感が見直されても全然おかしくないのは当然だった。 

もっとも世界在庫は世界在庫は世界在庫は世界在庫は 6263626362636263 万トン、在庫率万トン、在庫率万トン、在庫率万トン、在庫率 24.124.124.124.1％と高い水準％と高い水準％と高い水準％と高い水準にあるため、米国の低水準の在庫

だけで強気相場と見るには無理がある。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 4/4/4/4/9999 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、大勢押し目買い方針に変化はないものの、目先は利食い売りが出

やすい水準だろう。高値飛びつき買いは避け、冷静に押し目を待って買い直すのが良いだろう。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

4 月 8 日 256.8 14.8 270.3 16.8 

4 月 9 日 263.1 6.3 275.9 5.6 

4 月 10 日 262.8 -0.3 275.7 -0.2 

4 月 11 日 265.2 2.4 276.9 1.2 

4 月 12 日 265.0 -0.2 276.4 -0.5 

先週号においては『全限一代安値の更新の中で、252.0 円まで下落した相場であるが、さすが

にもうここからは売りたくない。底入れ確認かどうかはまだ不明だが、ここからは逆に戻りの

20 円幅狙いの相場に切り替える』とコメントした。    

今週の相場展開は、280.8280.8280.8280.8 円（円（円（円（4/114/114/114/11）まで反騰）まで反騰）まで反騰）まで反騰。ただし引け値ベースでは、ほぼ連日 270 円台

半ばでの推移となった。 

 

チャートでは、チャートでは、チャートでは、チャートでは、337.8337.8337.8337.8 円（円（円（円（2/62/62/62/6）→）→）→）→252.0252.0252.0252.0 円（円（円（円（4/44/44/44/4）まで）まで）まで）まで 85.885.885.885.8 円下げた相場円下げた相場円下げた相場円下げた相場が、252.0252.0252.0252.0 円→円→円→円→280.8280.8280.8280.8

円（円（円（円（4444/11/11/11/11）まで）まで）まで）まで 28.828.828.828.8 円の戻り円の戻り円の戻り円の戻りであるであるであるである。先週号でコメントした｢20 円の反発狙い｣は大成功だ。 

ただし、偶然にも偶然にも偶然にも偶然にも 4444 日→日→日→日→11111111 日の戻りは、日の戻りは、日の戻りは、日の戻りは、3333 月相場と全く同じ日柄月相場と全く同じ日柄月相場と全く同じ日柄月相場と全く同じ日柄である。7 時に終わってしま

うゴムの夜間取引は、まだ貴金属・石油の急落の影響を受けていないが、どう見ても週明けは急どう見ても週明けは急どう見ても週明けは急どう見ても週明けは急

落で始まりそうだ落で始まりそうだ落で始まりそうだ落で始まりそうだ。下手すれば、また“往って来い”の相場になる可能性も。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 4 月 262.1 

10 月 26

日 

323.9 2 月 6 日 238.9 4 月 4 日 265.0 

2013 年 5 月 259.7 

11 月 27

日 

329.0 2 月 6 日 241.9 4 月 4 日 267.8 

2013 年 6 月 286.0 

12 月 21

日 

334.1 2 月 4 日 244.5 4 月 4 日 270.5 

2013 年 7 月 316.3 1 月 28 日 337.8 2 月 6 日 247.5 4 月 4 日 272.9 

2013 年 8 月 301.0 2 月 25 日 302.1 2 月 25 日 249.8 4 月 4 日 274.8 

2013 年 9 月 279.5 3 月 26 日 284.0 3 月 27 日 252.0 4 月 4 日 276.4 

 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、4 月限 265.0 円～9 月限 276.4 円と 11.411.411.411.4 円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は変わらない。 

 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略…  

  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、3/31 現在で 997 トン増の 15,799 トン。8 旬連続の増加であり、国内在

庫は一段と増加中。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略…  
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上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、21,000 元台でのもみ合い。10 日までは戻し、その後、週末に掛けて軟化で

あった。 

 

 結論として当方の相場観は、284.0 円をオーバー出来なかった事で、買いトレンドに転換する

までには至らなかった。反騰相場は終了であり、もう一度安値更新するのか、それとも底固めに

入るのかの判断をする相場であろう。いずれにせよ、目先は売りだろう。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『おそらく 59,550 円は底だろう。これを下抜けるようなら、売るしかない

が、今は押し目買いの相場に変化だろう。しかし 63,690 円を上抜かないと、買いトレンドもま

だ発生したとは言えないため、買いは買いだが、半身に構えて小玉での勝負という事になるか』

とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 94 ドル台後半まで戻したものの、週末は前日比週末は前日比週末は前日比週末は前日比 2.222.222.222.22 ドドドドル安のル安のル安のル安の

91.2991.2991.2991.29 ドルドルドルドルと 4/5 の安値も割り込んでの終了。安値は安値は安値は安値は 90.2790.2790.2790.27 ドルドルドルドルまであった。 

 

チャートは再び崩れに入った格好であり、89.3389.3389.3389.33 ドル（ドル（ドル（ドル（3/43/43/43/4）を割り込むと更に悪化）を割り込むと更に悪化）を割り込むと更に悪化）を割り込むと更に悪化する。90

ドル台後半は、やはり壁だった模様。NY 原油を張っているなら、今は売りたい状況だ。だが東

京は、為替要因が大きいからねぇ。    

 

なおロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは 111100003333 ドル台ドル台ドル台ドル台、、、、ドバイ原油もドバイ原油もドバイ原油もドバイ原油も 101010101111 ドル台ドル台ドル台ドル台となっており、NY 原油よりは

10 ドルほど上ザヤではあるものの、決して強い状況には見えない。 

また 4/4/4/4/9999 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略…  

    

〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の原油の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

4 月 8 日 \63,850 750 \62,420 990 

4 月 9 日 \64,100 250 \63,000 580 

4 月 10 日 \64,320 220 \63,350 350 

4 月 11 日 \64,540 220 \63,570 220 

4 月 12 日 \64,050 -480 \62,830 -740 

今週の相場展開は、東京原油東京原油東京原油東京原油はははは 63,86063,86063,86063,860 円（円（円（円（4/114/114/114/11））））まで上昇し、週末は若干軟化して引けた。 

    

チチチチャートでは、ャートでは、ャートでは、ャートでは、59,55059,55059,55059,550 円（円（円（円（4/44/44/44/4））））→→→→63,86063,86063,86063,860 円（円（円（円（4/114/114/114/11）まで）まで）まで）まで 4,3104,3104,3104,310 円の反騰であるが、これは円の反騰であるが、これは円の反騰であるが、これは円の反騰であるが、これは

““““黒田ショック黒田ショック黒田ショック黒田ショック”の影響である”の影響である”の影響である”の影響である。 

先物 2 本は一代高値の更新であり、このまま進めば天井だった 66,000 円台を目指す展開だっ

たが、週末は軟化して、夜間取引ではまた急落の夜間取引ではまた急落の夜間取引ではまた急落の夜間取引ではまた急落の 60,56060,56060,56060,560 円（前日比円（前日比円（前日比円（前日比 2,2702,2702,2702,270 円安）円安）円安）円安）まで一時記録

である。 

終値は 1,350 円安までは戻し、換算では 1,760 円安であるものの、とにかく戻り高値からはす戻り高値からはす戻り高値からはす戻り高値からはす

でにでにでにでに 3,3003,3003,3003,300 円下げている状況円下げている状況円下げている状況円下げている状況だ。 

 

この展開では、ちょっと買いづらい。かと言って、売りづらい。先週号で、｢半身に構えて小

玉での勝負｣としたが、今の相場はそれが無難だ。 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 4 月 \51,740 11 月 1 日 \67,320 2 月 13 日 \50,390 

11 月 12

日 

\64,060 

2013 年 5 月 \54,860 12 月 3 日 \66,830 2 月 12 日 \52,370 

12 月 11

日 

\63,660 

2013 年 6 月 \58,080 1 月 4 日 \66,690 2 月 13 日 \57,320 1 月 8 日 \63,400 

2013 年 7 月 \62,910 2 月 1 日 \66,460 2 月 13 日 \59,570 4 月 4 日 \63,130 

2013 年 8 月 \60,560 3 月 1 日 \\\\64,00064,00064,00064,000    4444 月月月月 11111111 日日日日    \59,800 4 月 4 日 \62,970 

2013 年 9 月 \62,370 4 月 1 日 \\\\63,86063,86063,86063,860    4444 月月月月 11111111 日日日日    \59,550 4 月 4 日 \62,830 

   

結論として当方の相場観は、押し目買いの展開から、一気にまた戻り売りへと変化である。と

いうか、戻ればラッキーくらいの相場になったかもしれない。相場の転換サイクルが早いため、

小玉での勝負が無難だろう。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

4 月 8 日 \76,680 890 \75,270 1060 

4 月 9 日 \77,130 450 \75,980 710 

4 月 10 日 \75,990 -1140 \76,140 160 

4 月 11 日 \76,250 260 \76,300 160 

4 月 12 日 \75,640 -610 \75,420 -880 

続いて続いて続いて続いてガソリンです…ガソリンです…ガソリンです…ガソリンです…    

先週号においては『71,850 円は底であろうが、76,000 円台に乗せてこないと、明確な買いト

レンドは出ない。よって底は底だが、乱高下しながら次の展開を探る動きとなるだろう。日計り

主流の相場となりそう』とコメントした。 

今週の相場展開は、高値は 76,68076,68076,68076,680 円（円（円（円（4/104/104/104/10））））まで記録で、76,000 円台に乗ってきた。しかし

週末は軟化して、その後の夜間取引では一時 72,90072,90072,90072,900 円の安値まで暴落円の安値まで暴落円の安値まで暴落円の安値まで暴落である。 

 

先物先物先物先物 10101010 月限の一代高値は月限の一代高値は月限の一代高値は月限の一代高値は 76,71076,71076,71076,710 円（円（円（円（4/14/14/14/1）であり、僅かにそこまでは届かなかった）であり、僅かにそこまでは届かなかった）であり、僅かにそこまでは届かなかった）であり、僅かにそこまでは届かなかった。その後

下げたのだから、頭が重かった週末ではあったものの、まさかの急落と言っても良い夜間取引の

急落であろう。もっとも金に比べれば、はるかにマシな下落だろうが。 

いずれにせよ、まだまだ不安定な相場ということであり、今度は下抜けの懸念が高まって来た

状況である。ただし、そこがまた買い場になるかもしれず、昨年暮れ～2 月までのようなわかり

やすいトレンドの発生は、まだ先なのだろう。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 5 月 \65,180 

10 月 26

日 

\82,380 2 月 13 日 \62,490 11 月 6 日 \75,640 

2013 年 6 月 \67,980 

11 月 26

日 

\82,250 2 月 12 日 \66,480 

12 月 10

日 

\76,350 

2013 年 7 月 \69,810 

12 月 26

日 

\82,280 2 月 13 日 \69,640 

12 月 26

日 

\76,620 

2013 年 8 月 \76,550 1 月 28 日 \82,250 2 月 13 日 \73,070 4 月 4 日 \76,560 

2013 年 9 月 \78,930 2 月 26 日 \79,590 3 月 12 日 \72,530 4 月 4 日 \76,110 

2013 年 10 月 \74,630 3 月 26 日 \76,710 4 月 1 日 \71,850 4 月 4 日 \75,420 

 

4/4/4/4/12121212 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略…  

  

4/64/64/64/6 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略…  

  

 結論として当方の相場観は、買いトレンドに変化かと思われた途端に急落である。それだけ今

は、まだ不安定な相場であるという事であり、乱高下が続く可能性が大だろう。目先は、戻り売

り主体の逆張りがベターか。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

4 月 8 日 \72,340 940 \75,400 1030 

4 月 9 日 \72,600 260 \76,330 930 

4 月 10 日 \72,610 10 \76,670 340 

4 月 11 日 \72,860 250 \76,930 260 

4 月 12 日 \72,390 -470 \76,330 -600 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『若干押し目買い有利の展開へと変化しそうだが、ガソリンよりは人気、出

来高ともに薄いだろう。まだ積極的に仕掛ける時期ではないと見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、高値では 77,27077,27077,27077,270 円（円（円（円（4/114/114/114/11））））まで上昇するものの、概ね 76,000 円台での推

移。しかし週末の夜間取引では、一時一時一時一時 73,96073,96073,96073,960 円（前日比円（前日比円（前日比円（前日比 2,3702,3702,3702,370 円安）まで急落円安）まで急落円安）まで急落円安）まで急落。金の大暴落の

影響が大きかった。 

 

チャートでは、一目均衡表の雲の上に出て、やっと買いトレンドのスタートかと思われたのも

つかの間、このままではまた雲の下に抜けてしまうかもしれない。 

あれだけ金が暴落すれば、これもまた当然であろうが、さてこのままこの相場を叩いて行ける

のかどうか、まだ明確な判断は付けづらいところだ。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 5 月 \64,410 

10 月 26

日 

\81,240 2 月 12 日 \62,530 11 月 6 日 \72,390 

2013 年 6 月 \67,680 

11 月 26

日 

\81,460 2 月 12 日 \64,690 

12 月 11

日 

\72,900 

2013 年 7 月 \68,440 

12 月 26

日 

\81,700 2 月 12 日 \68,040 

12 月 26

日 

\73,660 

2013 年 8 月 \74,200 1 月 28 日 \82,030 2 月 12 日 \71,080 3 月 1 日 \74,570 

2013 年 9 月 \76,550 2 月 26 日 \76,980 2 月 26 日 \71,500 3 月 1 日 \75,500 

2013 年 10 月 \74,090 3 月 26 日 \\\\77,27077,27077,27077,270    4444 月月月月 11111111 日日日日    \72,640 4 月 4 日 \76,330 

 

4/4/4/4/12121212 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略…  

 

4/64/64/64/6 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略…  

   

 結論として当方の相場観は、ファンダメンタルズからは上昇余地は少なく思える。11 月限が

発会するまでは、しばらく様子見が良いだろう。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

 “黒田ショック”の後、99.9499.9499.9499.94 円（円（円（円（4/114/114/114/11））））まで円安が進んだわけだが、さすがに 100 円乗せに

は警戒感も出た模様。 

 そしてこのチャートの後の話だが、週末のNYタイムでは98.0498.0498.0498.04円円円円まで一時円高となっている。

基準線、転換線ともに 96.20 円台なのだから、また前回安値もその辺なのだから、その程度まで

の調整はあっても不思議ではないだろう。 

 なお NY 市場で円高になった原因は、米財務省が為替報告で｢日本日本日本日本の通貨政策を注意深く監視。の通貨政策を注意深く監視。の通貨政策を注意深く監視。の通貨政策を注意深く監視。

日本は通貨安戦争を避けるべき日本は通貨安戦争を避けるべき日本は通貨安戦争を避けるべき日本は通貨安戦争を避けるべき｣との発言があったためだ。 

  

また来週の主な予定は、 

…中略…  

 

〇ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

”黒田ショック”で進んだ円安は、131.11131.11131.11131.11 円（円（円（円（4/114/114/114/11））））まで記録。一気に 130 円台まで来たわ

けである。 

しかし週末の NY 市場では、128128128128 円台まで一気に円高円台まで一気に円高円台まで一気に円高円台まで一気に円高となっている。調整が入ったのだと考え

ているが、こうやってユーロが戻る時期になると、国内商品相場も急落するわけだ。 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

 グラフが上に行けば行くほど、ドルが売られグラフが上に行けば行くほど、ドルが売られグラフが上に行けば行くほど、ドルが売られグラフが上に行けば行くほど、ドルが売られている状態ている状態ている状態ている状態。逆に下にゆくほど、ドルが買われ逆に下にゆくほど、ドルが買われ逆に下にゆくほど、ドルが買われ逆に下にゆくほど、ドルが買われ

ている状態を示すている状態を示すている状態を示すている状態を示す。 

 だからドルは 4/4 以降、売られているわけだ。普通、このトレンドの時は金は上がるのだが、

週末の NY 金は暴落したわけだ。これもまた、相場なり。 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


